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病原真菌研究部門 真菌感染分野
(D8pa rtm e nt Of Pathogenic Fu ngi. Division of Fllngal Infection)
研究者の往来に つ い て まず紀す. 長期で は, 金 正愛
助教授 (韓国 ソ ウ ル大学 ･ 皮膚科. 滞在期間 :1g97年7
月1 日- 19984･7三6j130 日) が ｢病原真菌の化学 . 分子分
類学的研究+ を終え帰国した . C O E外国人研究者とし
て , Da vid Arthur W o od マ ン チ ェ ス タ ー 大学客風教扱
が ｢担子菌の 生BP.生化学的研究+ の ため (滞在期間 :
1998年9月1日 - 1999年8月31 E‖ , 日中医学協会の 派
遭研究者として , 閑 散全助教授 (遼寧申医学院) が,
｢Par ac occidloidesbra sillcn sLs に 対する感敷防衛に お
ける多形核白血球の 役割+ に つ い て研究を行う ベく来El
した (滞在期間 :1998年4月3 日- 1999年8月31日).
一 方短期 で は, C O E外国人研究者と して Fr anci8C O
Eide oAoki主任務師 (ブラ ジ ル カ ン ビ ー ナ ス大学医学
部, 研究評題 :AID S患者に おける轟菌症 の 研究 ; 滞在
期間 :1997年12月7 日- 1998年3月6 日) を受け入れ
た
.
ま た外国人受託研究旦と して , P lin o Tr ab& ss o医
節 (ブ ラ ジ ル カ ン ビ - ナ ス大学付属病院感鞄症, 研究殊
題 : H IV感染症 ;沖在期間 :1998年2月2日 - 1998年5
月2 日), お よ び M aria LlユiE a M oretti Br an chini助
教授(ブ ラ ジ ル カ ン ピ - ナ ス大学付属病院感染症. 研究
殊題 : エ イ ズEl和見感染兵菌の 分敷同定 ;滞在期間 :
1998年8月4 日- 1998年11月 2 日) を受け入れた . ブ
ラ ジ ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ 大学免疫病理学研究所長Ltliz
Bezerr aCarbalho Jr . 教授は, 文部省科学研究費補助
金 ( 国際学術研究) ｢ブラ ジ ル 国に おける病原真菌の 過
伝学的生態に 関する研究+ の 研究分担者として来訪し,
現地調査の計画に つ い て 意見交換を行 っ た (198年8月
21日 - 9月4日), 同 じくブ ラ ジ ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ 大学
生物科学部大学院生の RoB aVale ria da Silv a Am orim
が ｢接合菌が生産する chitin dea cetylase に関する研究+
の ため滞在した (1998年8月5 日- 11月2 日).
さ ら に C O E関係で は非常勤研究員 と して 今津道夫博
士, 研究支援推進点とし て昨年度に続き, 畑 洋子氏が
採用された .
昨年度より国際協力事業団 (JIC A) の 新たなプ ロ ジ ェ
ク トと して創設され た, ブ ラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス大学臨
韓研究プ ロ ジ ェ ク ト に 掛ナる ｢エ イ ズ合併症として の奥
歯感鞄症+ の研究に おける長期専門家として, 研究生の
佐野文子 敵L. が派過された (伐期 :1998年7月1日 -
1999年6月30 日).
ま た同博士は ｢パ ラ コ ク シ ジ オイ デ ス症に 掛ナる性差
の 解明+ によりE]本医果敢学会塊励澱を受像した.
研 究概要
本年度の研究成果の 概要に つ い て以下に 犯す.
1
. 生体防御機構に関する研究
輸入兵衛症の - つ バ ラ コ ク シ ジ オイデ ス症の原因菌で
ある Par aeo ccldloidesbra silie nsis(P b) に対する宿主
防御機構の研究の 一 環として ､ マ ウ 大の 多形核白血球
(P M N) が Pb酵母形細胞に対し静菌あるい は殺菌活性
を有する ことを明らかにしたが, こ れに次い で ヒト末梢
血P M Nも木蘭に対し静常宿性を有することを明らか に
し. さらに こ の活性はIF N･ γ , G M･CSF およぴIL･1β
により増強される ことを見い 出した . P M N はP b感染
に対する初期防衛におい て重要な役割を担 っ て い ると考
えられるが, そ の 感染防御効果は宿主内で の サ イ トカイ
ン 産生状況に少なからず影響を受けることが推測された.
2
.
AID S患者検体からの其菌頬の 分離とその 生物学的
性状
本研究課題は病原真菌研究部門を中心に, 他の分野の
研究スタ .y フ をも■加えた体制で研究が進められて い る.
披検菌はいずれもブラジ ル国サ ン パ ウ ロ 州立カ ン ビ ー ナ
ス 大学病院AID S･ 感染症研究グル - プ に よる AlDS患
者およびHIV陽性患者から分離, 収集され た もの であ
る. そ の大部分は CαTldida属菌で あ っ た が , 同定 の詳
細は生態分野の報告を参風されたい . Chndida 属菌の 中
で注目される の は, 近年新た に分類さ れた菌種で , C.
albica nsお よびC. 8tellatolde aに顎似する C. dublinl-
eTLSis で ある. 木蘭は本邦で の分離例は未だ な い が, 令
後分離さ れる可能性は高い ため, 分子生物学的手掛 こよ
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る同軍法 を検討, IT S l, 2 なら甲に_
LS UrDhA の
Dl/D 2領域の塩基配列が これら菌種の 相互の 織別 に
有用である こ とを確立した. ま た同
一 患者 における Gan-
dida属の 複数の spe cies に よ る感染例に つ い て , そ の 菌
笹の同定, 過伝子的特性に つ い て も検討 した .
3 . 病原真菌の化学 ･ 分子系統学的研究
化学 ･ 分子系統学的研究は生態, 系統 ･ 化学分野との
共同研究で進 め られて い る. まず, 化学分構で 杜 On-
y gen alesの 蘭種に つ い て エ ビ キ ノ ン シ ス テ ム
■が解析さ
れた . Myxotriczm 属菌で は, M . a e rugin osu Tn な ど
m ajor Q と して Q - 10を持つ 菌種と M . c a nc ellatuTn
な どQ - 10(fig) を持 つ 菌種の 存在が 明か となり, 本
属の エ ビ キ ノ ン シ ス テ ム が多系統である ことが示された.
他瓦 Gy'nna 8e elta属菌の ユ ビキ ノ ン シ ス テ ム は単系
統で , m ajorQと して Q - 10(tI2) が同定され た ･ 皮
膚糸状菌が分類さ れ て い る Arthroderm ata c 陀e の50菌
種以上の 被検菌に つ い て は, 有性型と無性型, また確内
の分布な ど に も留意した菌株の選択の もと, エ ビ キ ノ ン
シ ス テ ム が分析された結見 例外なくQ-9 がm ajor Q
と して 検出され, 本科 の 菌種における単系統の ユ ビ キ ノ
ン シ ス テ ム が立証された .
分子系統学的研究で は, 黒色真菌 の Fo n se c ae?, Cla-
dosporiuTn, Cladophialophora. P hLalopho ra 属 の 各病
原性菌種ならびに非病原菌種に つ い て , 18SrD NA の全
塩基配列を決定し, それ に基づく系統樹を作成 し, こ れ
ら菌類の 系統関係に つ い て検討した. その結果, P hialb-
phoT
･a属 で は本属の ty pe spe ciesで , 病原性を有するP･
u erTIILC O Sa の み が他の 菌種とは異な る単独の ク ラ ス タ -
を形成した. CladophLalopho ra属 の菌種の 多くは近年,
cladosporiu7n 属から移属され たもの で そ の 多く は病原
性を示す. 本研究の 結果は, Cladophialophora 属菌が
cladospoT
･iu m 屑蘭とは異なる系統関係 に ある こ とを示
した. 黒色真菌の なか で最も病庶性の 強い , Fonse ca e a
pedT
･0 8 0‖まCladophialophor a属菌な らびに P･ Vet
.
1 7LC O-
s aと同 一 の ク ラ ス タ ー を形成する こ とも判明し, ヒ ト
病原性菌 の系統学的特性を示唆するもの として興味深い.
さ ら に興味深い知見として , こ れ ら菌類の ユ ビ キ ノ ン シ
ス テ ム と18SrD N Aに よ る系統関係が良く 一 致する こ
とも見 い だ さ れた . Arthroder 皿ataC e a e菌の 系統 学
的研究に は, 5.8 Sを含む IT Sl とIT S 2領域の 塩基配
列を適用した. 現在も研究 は継続中で あるが , Tricho-
phyton r ubTu m な どの 好人性鼠 M icr ospor u m n aTW Tn
などの好獣性嵐 T. teT.r e Streな どの 好土性菌が それぞ
れク ラ ス タ ー を形成する生態学的オリ ジ ンと の相関性を
示す系統関係が得られ つ つ ある .
4. 病原性黒色寅菌の細胞外酵素構の生理生化学的研究
本課題に つ い て も生艶 系統 ･ 化学分野との 共同研究
として新たに発足したもの で, 1ac ca白eな ど の細胞外酵
素鞍に つ い て そ の 分布が検討されて い る.
5 . 抗真菌凱 真菌の 二次代謝産物に関する研究
抗其菌剤の開発は医真蘭学領域で最も重要な陳腐で あ
る. こ の課題た っ い て は製薬メ ー カ ー と共同研究が行わ
れた. 開発中の新規抗其菌剤に対し. 輸入奥菌症起因薗
を含む病原真菌を用い た試験管内抗菌力の測温 また動
物実験で の 効果測定を行い, そ の性状を明らかにした.
其菌の 代謝産物の研究は, 病原真菌の額縁敵 将に不整
子嚢菌類ホネタケ目の菌額を中心に行なわれて おり, い
く つ か の新規化合物が得られた.
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エ ビ キ ノ ン シ ス テ ム , 18SrD N AおよびP. u eT n e O･
s aの R A P D解析. 日本蘭学会, 第42回大金津浪要
旨集: p.49, 1998.
2)Je o ng Aee E lm, Rayoko Takiz a w a, Ka zutaka
Fllkushim a, Kaz uko Nishim tlr a, M akoto M iya]
'
i:
Gen etic ho moge neity of TTichophyto ntoTW uT
la n S
iso18ted fr o m βev 8 r al reglO nSin ra ndo m a m
-
plified polymo rphic D N A. 第19回関東医真菌懇
話会 プ ロ グ ラ ム ･ 帝演抄銀, p. 18, 1998.
3)Jeong Aee Kim , Yoko Takahashi, ReikoTaTlaka,
Ea ztlaka Fukushim a, Kazuko Nishim ura a nd
M akoto M iyaji: Identific ation and 8tlbty ping
of TT･lchophyto n me ntagr ophytes by r a ndo m
am plified polym o rphic D N A. 第19回関東医其菌
憩話会 (東京), 啓涜要旨集 p. 17, 1998.
4)Je ong Ace Kin , Na ncy Fu8 a eNishimllr a, Ka 名u-
taka Ftlkushim a, Eazuko Ni8himtlr a, Ma.koto
M iya]
-
i: Confir m atory identific ation of TTichoI
phyto n ton s zLraTi8by R A P Dan alysis . 千葉真菌
症研究会 第3_回学術諌涜会 抄録集, in press.
5) 滝帝香代子, 金 正愛, 前林行艶 西村和子, 宮治
誠, 福島和貴: キ ャ ビ ラ 1) - 電気泳動法の P C R増
幅産物 へ の応用一皮膚糸状菌の RA P D産物を例に - .
第42回日本医真菌学会総会, 真菌誌 39(増刊1号):
68, 1998.
6) 仁戸田患和 , 西村和子, 幸治 誠, 福島和貴:18S
rR N A遺伝子塩基配列に基づく病庚性黒色真菌お よ
び類縁菌の 分子系統学的研究. 第42回日本医真菌学
会総会 , 真南誌 39(増刊1号):66, 1998.
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7) 細江智丸 河合賢 一 , 福島和風 宮治 誠:Au x a r-
thr o n co njugatu m の新規赤色化合物の 構造, 日本
薬学会帝118年会, 灘波要旨集 p. 156. 1998.
8) 王 魔. 櫨山耕治, 常滑 醜. 西村和子 : ミ ト コ ン
ドリ ア の チ ト ク ロ ー ム b 過伝子に よる A sperguluH
8 e Ction Fla uiの 同定と系統関係 . El本歯学金策42
回大息 練浪費昏集, p. 50, 1998.
9) 横l.1J桝治, vI
L･: 親, 常滑 誠. 西村和子 こ ミ ト コ ン
ド リ ア の チ ト ク ロ ー ム b過伝子に よるAspergulus
s ectio n Nigrlの同定と系統関鼠 El本蘭学食滞42
回大会, 稗浪費旨集, p. 50, 1998.
10) 栗田啓亀 大米田薬子, 西村和子, 宮治 奴 : ヒ ト
多形核白血球の Pa rac o ccidio des bra8iliensi8 に対
する抗菌他 罪42回田本医奥歯毎会絶息 果薗練
39(増刊1号):63, 1998.
ll) 王 雅, 横山耕治, 宮治 醜, 西村和子: ミト コ ン
ド 1) ア の チトク ロ - ム b淑伝子による病原性果色尭
菌の分類と系統関係, 策42回日本医奥歯学会総会,
真南絵 39(増刊1号):66, 1998.
12) 横山耕治, 王 麗, 宮治 誠, 西村和子 ; ミ ト コ ン
Pリ ア の チ トク ロ ー ム b渡伝子による病原性Pe nici-
11iuTn属 の 同定および近縁菌との 系統関係 . 弟42回
日本医其蘭学金線会, 真菌誌 39(増刊1号):69,
1998.
13) 王 温 横山耕治, 宵治 乱 西村和子 : ミ ト コ ン
ドリ ア の チ ト ク ロ ー ム b過伝子に よる A8PeT･glllLLS
属の分類, 同定と系統関係. 第42回日本医真菌学
会総会. 其菌諌 39(増刊1号):69, 1998.
14)S∇ arajit E. Bi8 W a S, 横山排治, 官給 乱 西村
和子 : Cの dida albic a nsの 生育お よぴ二形性に 及
ぼすNa' , K十 の 影響,
真蘭誌 39(増刊1号)
15) 鎗田響子, 宇野 潤,
子, 田口 英昭, 官給
第42回日本医真菌学会絶会,
:81, 1998.
Fran cisc oE. Aoki, 田中玲
読, 赤尾三太郎 : ブ ラ ジ ル の
エ イ ズ患者より分離したCTy PtOC OCC uS n eOform an s
の 薬剤感受性. 第42回日本医真顔学会給金, 真菌誌
39( 増刊1号) :55, 1998.
16) 田口 英私 書田 喬, 官給 誠, 西村和子 : 細胞成
長自動測定シ ス テ ム を用 い た Aspe rgillusfu miga-
tus に 対する抗義歯感受性試験法の 検討 . 第9回関
東甲信越療治療と 日和見感染症研究会, 1998.
国麻交流活動
海外出張
1) 宮治 波 :イ ン ド歯学会, ア ジ ア国際歯学会連合国
際会議および同会諌ポス ト コ ン グ レ ス出席, 期間 :
1998iF･ ii:I17L=1 - 25[].
2) 宵治 奴 : カ ン ビ ー ナ ス 大学協味研究プ ロ ジ ュ ク 卜
に係る研究指乳 ブラ ジ ル 国サ ン パ ウ ロ 州 カ ン ビ ー
ナ ス市カ ン ビ ー ナ ス大学, 期間 :1998年4月柑日 -
5月2 T･].
3) 宮治 城 : カ ン ビ ー ナ ス大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト
に係る調査研究
ブラ ジ ル国サ ン パ ウ ロ州カ ン ビ ー ナ ス市カ ン ビ ー ナ
ス 大学. 期間 :1998年7月1 Fl - 7月24臥
4) 官給 披 : ブ ラ ジル国における病顕窺蘭の漣伝学的
生態に関する研究. 平成10年渡文部省科学研究糞補
助金 (国際学術研究), ブ ラジ ル 園サ ン パ ウ ロ州 カ
ン ビ ー ナ ス 市カ ン ビ - ナ ス大学, 期間:1998 年11月
14E ト 1月24Eヨ.
5) 福飽和舟: カ ン ビ ー ナ ス大学臨床研究プ ロ ジ ェ ク ト
に係る研究打ち合わせ爾嵐 ブラ ジル国サ ン パ ウ ロ
州カ ン ピ｢ ナ ス市カ ン ビ ー ナ ス大学, 期間 :1998年
1月12日 - 1月24日.
6) 福島和食 : ブ ラジ ル圃における病原其菌の遺伝学的
生潜 に関する研鬼 平成10年渡文部省科学研究安浦
助金 ( 国際学術研究), ブ ラ ジ ル国 ペ ル ナ ン ブ コ 州
レ シ フ ェ 市ペ ル ナ ン ブ コ 大学, 期間 :1998年11月14
El- 12月14E7.
7) 栗田啓幸: 第4国日本 一 中国国際蘭学会に出嵐 珠
海, 中国, 期間:1998年7月16 日- 7月20 ET.
外国研究税関との共同研究
1) エ イ ズ患者における真菌症に関する研究 : カ ウ ン タ -
バ ー ト, ブラ ジ ル 国力 ン ビ ー ナ ス 大学, Fr a ncis co
Hideo Aoki主任兼師, M aria Luiz a M oretti
BrarlChini助教授, Plin o Tar ab8.S8 0医師.
2) パ ラ コ ク シ ジオイ デ ス 症 に 関する研究 : カ ウ ン タ -
バ ー ト, ブ ラ ジ ル 園サ ン パ ウ ロ 大学生物医学研究所
免疫学研究室Ev a Bt) rger 助教授, ブ ラ ジ ル 国 サ ン
パ ウ ロ 大学医学部病理学教室 M ar celo Fabia no de
Franco 教授, ブ ラ ジ ル国 サ ン パ ウ ロ 州立大学ポ ッ
カ ツ 校医学部病艶 Ju rio Defa veri助教授.
3) 接合菌の 商学に 関する研究 ･. カ ウ ン タ ー パ ー ト , プ
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ラ ジ ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ 大学生物学部 Galb8. M aria
de Cam pos Takaki教授.
4) 抗真菌剤の 化学的研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト, ブラ ジ
ル国 ペ ル ナ ン ブ コ 大学生物科学部Norm aBtla rque
de Gus m ao 助教授.
5) Pa rac oecidio desbl･a $lllensiB の 菌体成分に 関する
研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト, 米国サ ン タ ク ラ ラ バ レ ー
医療セ ン タ ー Da vid A. Ste vens教授, Karl V.
Clem o ns 罷師 .
6) Ony gen ales菌梗の化学分校, 系統尭生学的研究,
カ ナダ ア ル パ 一 夕 大学生物学部 Ra nd.olph S. Cu
-
rr8h教授.
共同利用研究 (国内)
1) 東京情報大学 ･ 教授 前林行雄 : 病原性黒色真菌の
リ ボ ソ ー マ ル D N A塩基配列に基づく系統学的研兜
2) 星薬科大学 ･ 教授 河合賢 一 , 同 ･ 助手 細江智夫 :
病原真菌の 産生する二次代謝産物の 研究.
3) 中京女子大学 ･ 教授 河合 清 : 病原性真薗 Epi-
deT･Tn OPhyto n産生色索の 細胞毒性発窮機序に閲す
. る研究.
4) 北里大学医学部 ･ 講師 久米 光 :肺 ア ス ペ ル ギ ル
ス 症 の診断および治療に 関する研究 .
5) 徳島大学 ･ 助手 仁川 健 =絶食お よ
■び食餌制限時
にお ける真菌感染に対する感受性お よぴサイ ト カ イ
ン産生能の変動.
研究報告脊
1) 宮治 誠 (代表): 病原奥歯 ･ 放線菌の 系統保存に
か かわる溝伝子と その 発現. (10307006), 平成10年
炭文部省科学研究費補助金 (基鍛研究A) 2,430万
円, 研究成果報告執 平成10年庶.
2) 福島和食(代表): ブ ラジ ル国における病原轟薗の 過
伝学的生態に関する研究. (09094117), 平成10年度
文部省科学研究費補助金 ( 国隙学術研究)310万l■r],
研究成果報告者, 平成10年皮.
そ の 他
学術東泉
1) 宮治 誠 : ｢水虫は何故治りにくい か+ サ ロ ン 稲毛
第18訓司例会. 稲毛神社 (川崎市), 1998年6月19日
放送
2) 官給 誠 : 日本テ レ ビ放送 ｢ おもい っ きりテ レ ビ+
1998年6月5 日
3) 宮治 誠 : N E E｢あな た の 体をカ ビが報う+1998
年6月16日
4) 宮治 奴 :東海テ レ ビ放送 てれび博物館 ｢人轍に
.貢献する嫌われもの カ
ビ+, 19g8年7月5 日
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